様式1-4
（記載例）

実施状況調査票
（国民スポーツ大会冬季大会競技会場整備事業）

※記載いただいた情報は、事例紹介等に活用させていただく可能性がありますので、ご了承ください。

	調査日時
	令和〇年〇月〇日（〇）〇時～〇時
（※この欄はJSC担当者が後日記入します。）

	団体名
	○○県○○市

	対応者
	○○　××（○○課○○係長）
○○　××（○○課○○）

	調査員
	○○　××（○○課○○係）
○○　××（○○課○○係）
（※この欄はJSC担当者が後日記入します。）



１　施設の概要について
①　施設名称
○○スキー場

②　施設所在地
○○県○○市○丁目○番○号

③　施設整備の目的
・第○回冬季国スポスキー競技会の競技会場となっていることから、競技コースの改修を行い、大会を円滑に実施できるようにすることを目的とする。

④　施設の整備による効果
・競技を安全に実施できるようになった。
・運営を円滑に実施するための設備を整備することができた。


２　施設の利用状況について
①　施設の年間利用日数・利用者数（令和○年度）※竣工・整備から年度末まで
・３０日・１，０００人

②　実施されている運動・スポーツ活動の種目
・スキー・スノーボード

③　施設の利用制限の有無、利用条件
・特になし
④　施設の利用対象者（主な利用者層）
・社会人をはじめとするスキー・スノーボード愛好者

⑤　施設の利用者の声
・コースが改修されたことで競技を安全に実施することができるようになった。

⑥　施設利用に当たっての今後の課題
・今後も定期的な改修が必要となることが見込まれるため、修繕費等の財源の計画的な確保が必要。
・利用者の増加が見込まれるため、イベント等との日程調整等が必要となる。


３　施設整備について
①　整備した箇所及びその内容
・ゲレンデ改修
・コース整備のための圧雪車の購入

②　今後のメンテナンス体制について
・指定管理者による日常の確認を行うとともに、要修繕箇所等が発生した場合は、当市担当課とともに速やかに対策をとる。

③　施設整備にあたり、環境に配慮したことはあるか
・環境に配慮した圧雪車を導入した


４　助成事業であることの表示状況・周知方法
①　看板掲示以外に助成事業であることを周知しているもの
・当市ホームページの本施設紹介ページに、スポーツくじ理念広報サイト「GROWING」へのリンクバナーを設置した。
・冬季国体開催時に、配付物に助成金を受けて整備した旨を記載した。

②　利用者に施設が助成金を受けて整備されたという認識はあるか
・利用再開３か月後に、利用者を対象に実施したアンケートの結果では、スポーツ振興くじ助成金を受けて整備されたことを知っている利用者は約○％であった。より多くの利用者に認知されるよう広報に努めたい。

③　事業効果を高めるための取り組み
・大会の機運醸成のため、ＳＮＳ・ＨＰ等で本事業について周知を図っている。


５　今後、施設整備関連で助成事業として申請を検討している事業
（施設の種類と整備内容を記入）
・第２種陸上競技場の公認継続のための舗装等改修
・市民野球場の改修


６　その他
　　・特になし

